　雨の素（空気の中の水）
　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　.

空気中の水を取り出そう
そもそも空気の中に水があるのか

◎水が水蒸気になるのは100℃である。せんたく物を乾かすのに洗濯物を100℃にしなければならないか？






　→（　しなければダメ　・　しなくてもよい　）
◎せんたく物がほっておいて乾くのはなぜか。　
→水は100℃でなくても（　　　　　　　　　）するから。
◎せんたく物の水分はどこへ行ってしまったのか
→（　　　　　　　　　　　　　）へ行った。
空気中の水分を取り出そう
発想：「コップの汗」・・・（
　　い水をコップに入れるとコップのまわりに　　　　　　　　　

）
方法：

1． 空き缶にくみ置きの水（気温と同じ温度の水）をいれて水温をはかる。
2． 空き缶に水もれがないか確認する。
3． 空き缶にセロファンテープを縦にはる。（セロファンテープの部分が　　　　　　　　　　　　　　にくくなる。）
4． 少しずつ氷を入れてかき混ぜ，缶と中の水の温度を下げる。

5． すると缶のまわりの空気も冷えていく（そのとき，自分の息が缶にかからないように気をつける。）
6． 缶が少しでもくもったら，その時の水温（空缶のまわりの気温）を記録しておく。
7． 時間があれば３回くらい実験してみる。

結果：

	実験回数
	１回目
	２回目
	３回目
	平均

	くもり始める温度
	℃
	℃
	℃
	℃


◎くもりはじめた後もどんどん冷やしていくと，空缶のまわりはどうなるか
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　
）
◎空き缶（金属の缶）を使うのはなぜだろう　（公立入試問題）
（金属は熱が


、缶のまわりの空気の温度と

　　　　）

空気の中の水に関する言葉を調べよう
· 水は１００℃ではなくても（　　　　　　　　　　）になっている。
· しかし，空気の温度を下げていくとガマンできなくなるときがある。
→　このガマンできる限界の温度を
（　　　　　　　　　　　　　　）という。

→　そのときの空気１ｍ3にいる水蒸気の量を　（　
　　　　　　　　　　　　　）という。

· 砂漠で水を手に入れる方法の一つとも言える。
空気を冷やして　　　　点にすると　　　　　が取り出せる
